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(57)【要約】
【課題】サーバ仮想化技術において、ハードウェアを仮
想化するハードウェアのエミュレーションを実現し、論
理分割による性能の安定性を保証する仮想化方法を提供
する。
【解決手段】複数の計算機を管理する管理計算機及び一
以上の論理区画を生成する論理分割処理部とを備える計
算機を備える計算機システムであって、論理分割処理部
は、仮想的なデバイスである仮想デバイスが割り当てら
れた論理区画の生成要求を受信した場合に、プロセッサ
を論理的に分割した第１の論理プロセッサと、仮想デバ
イスと、仮想デバイスを制御するための仮想デバイスド
ライバとを備える第１の副論理区画、及び、プロセッサ
を論理的に分割した第２の論理プロセッサと、デバイス
を論理的に分割した論理デバイスと、論理デバイスを制
御するためのデバイスドライバとを備える第２の副論理
区画を含む論理区画を生成することを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のプロセッサと、前記第１のプロセッサに接続される第１のメモリとを備え、複数
の計算機を管理する管理計算機、及び、第２のプロセッサと、前記第２のプロセッサに接
続されるデバイスと、前記第２のプロセッサ及び前記デバイスを論理的に分割することに
よって一以上の論理区画を生成する論理分割処理部とを備える計算機、を備える計算機シ
ステムであって、
　前記論理分割処理部は、前記管理計算機から、仮想的なデバイスである仮想デバイスが
割り当てられた前記論理区画の生成要求を受信した場合に、前記第２のプロセッサを論理
的に分割した第１の論理プロセッサと、前記仮想デバイスと、前記仮想デバイスを制御す
るための仮想デバイスドライバとを備える第１の副論理区画、及び、前記第２のプロセッ
サを論理的に分割した第２の論理プロセッサと、前記デバイスを論理的に分割した論理デ
バイスと、前記論理デバイスを制御するためのデバイスドライバとを備える第２の副論理
区画を含む前記論理区画を生成し、
　前記第１の副論理区画では、所定の業務に対応する業務プログラムが実行され、
　前記第２の副論理区画では、前記第１の副論理区画が備える前記仮想デバイスに対する
命令を処理する仮想化処理プログラムが実行され、
　前記仮想デバイスドライバは、
　前記業務プログラムから前記仮想デバイスに対する第１の命令が発行された場合に、前
記第１の命令を取得し、
　前記取得された第１の命令を前記仮想化処理プログラムに送信し、
　前記仮想化処理プログラムが、
　前記第１の命令を取得し、
　前記取得された第１の命令を前記論理デバイスに対する第２の命令に変換し、
　前記変換され第２の命令の実行結果を前記業務プログラムに送信することを特徴とする
計算機システム。
【請求項２】
　前記デバイスは、第２のメモリを含み、
　前記第１の副論理区画は、前記第２のメモリが論理的に分割された第１の論理メモリを
備え、
　前記第２の副論理区画は、前記第２のメモリが論理的に分割された第２の論理メモリを
備え、
　前記第１の論理メモリに前記業務プログラムが格納され、
　前記第２の論理メモリに前記仮想化処理プログラムが格納され、
　前記論理分割処理部は、
　前記論理区画を生成する場合に、前記第１の論理プロセッサと、前記第１の論理メモリ
とを前記第１の副論理区画に、割り当て、前記第２の論理プロセッサと、前記第２の論理
メモリと、前記論理デバイスとを前記第２の副論理区画に、割り当て、
　前記論理デバイスに対応する前記仮想デバイスを前記第１の副論理区画に割り当てるこ
とを特徴とする請求項１に記載の計算機システム。
【請求項３】
　前記第２の副論理区画は、前記第１の命令と前記第２の命令との対応関係を保持する命
令変換情報を保持し、
　前記仮想化処理プログラムは、
　前記命令変換情報に基づいて、前記取得された第１の命令を前記第２の命令に変換し、
　前記変換された第２の命令を前記論理デバイスドライバへ発行することを特徴とする請
求項２に記載の計算機システム。
【請求項４】
　前記仮想デバイスドライバは、
　前記第１の副論理区画上で前記業務プログラムが起動された後に、前記第２の論理プロ
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セッサを識別するための識別子を取得し、
　前記第１の命令が取得された場合に、前記取得された識別子を用いて、前記第２の論理
プロセッサへの割り当てを発生させることによって前記取得された第１の命令を前記仮想
化処理プログラムに送信することを特徴とする請求項３に記載の計算機システム。
【請求項５】
　前記第１の副論理区画及び前記第２の副論理区画は、前記第２のメモリが論理的に分割
され、互いにアクセス可能な共有メモリを備え、
　前記仮想デバイスドライバは、前記第１の命令が取得された場合に、前記第２の論理プ
ロセッサに割り込みを発生させ、前記取得された第１の命令を前記共有メモリに書き込み
、
　前記仮想化処理プログラムは、
　前記共有メモリから前記取得された第１の命令を取得することを特徴とする請求項４に
記載の計算機システム。
【請求項６】
　前記論理デバイスドライバは、前記第２の副論理区画上で前記仮想化処理プログラムが
起動された後に、前記第１の論理プロセッサを識別するための識別子を取得し、
　前記仮想化処理プログラムは、
　前記論理区画が受信した前記仮想デバイスに対する第３の命令を検知し、
　前記命令変換情報に基づいて、前記検知された第３の命令を前記仮想デバイスへの第４
の命令に変換し、
　前記第１の論理プロセッサに割り込みを発生させ、前記変換された第４の命令を前記共
有メモリに書き込み、
　前記業務プログラムは、
　前記共有メモリから前記変換された第４の命令を取得し、
　前記変換された第４の命令を前記仮想デバイスドライバへ発行することを特徴とする請
求項４に記載の計算機システム。
【請求項７】
　前記管理計算機は、情報を表示する表示部を含む入出力装置を備え、
　前記論理分割処理部は
　前記管理計算機から、前記論理区画へのアクセスを受信した場合に、
　前記表示部に、前記第１の副論理区画を前記論理区画として表示することを特徴とする
請求項１に記載の計算機システム。
【請求項８】
　前記管理計算機は、情報を表示する表示部を含む入出力装置を備え、
　前記第１のメモリは、前記第１のプロセッサに実行され、前記論理区画を管理するため
の管理プログラムを格納し、
　前記管理プログラムは、
　前記仮想デバイスが割り当てられた論理区画を生成するか否かを選択する選択部と、前
記第１の副論理区画を生成するために必要となる情報を入力する入力部と、前記第２の副
論理区画を生成するために必要となる情報を入力する入力部と、を含む入力画面を前記表
示部に表示させることを特徴とする請求項１に記載の計算機システム。
【請求項９】
　第１のプロセッサと、前記第１のプロセッサに接続される第１のメモリとを備え、複数
の計算機を管理する管理計算機、及び、第２のプロセッサと、前記第２のプロセッサに接
続されるデバイスと、前記第２のプロセッサ及び前記デバイスを論理的に分割することに
よって一以上の論理区画を生成する論理分割処理部とを備える計算機、を備える計算機シ
ステムにおける論理区画管理方法であって、
　前記方法は、
　前記論理分割処理部が、前記管理計算機から、仮想的なデバイスである仮想デバイスが
割り当てられた前記論理区画の生成要求を受信した場合に、前記第２のプロセッサを論理
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的に分割した第１の論理プロセッサと、前記仮想デバイスと、前記仮想デバイスを制御す
るための仮想デバイスドライバとを備え、所定の業務プログラムが実行される第２の副論
理区画、及び、前記第２のプロセッサを論理的に分割した第２の論理プロセッサと、前記
デバイスを論理的に分割した論理デバイスと、前記論理デバイスを制御するためのデバイ
スドライバとを備え、前記第１の副論理区画が備える前記仮想デバイスに対する命令を処
理する仮想化処理プログラムが実行される前記第２の副論理区画を含む前記論理区画を生
成する第１のステップと、
　前記仮想デバイスドライバが、前記業務プログラムから前記仮想デバイスに対する第１
の命令が発行された場合に、前記第１の命令を取得する第２のステップと、
　前記仮想デバイスドライバが、前記取得された第１の命令を前記仮想化処理プログラム
に送信する第３のステップと、
　前記仮想化処理プログラムが、前記第１の命令を取得する第４のステップと、
　前記仮想化処理プログラムが、前記取得された第１の命令を前記論理デバイスに対する
第２の命令に変換する第５のステップと、
　前記仮想化処理プログラムが、前記変換され第２の命令の実行結果を前記業務プログラ
ムに送信する第６のステップと、を含むことを特徴とする論理区画管理方法。
【請求項１０】
　前記デバイスは、第２のメモリを含み、
　前記第１の副論理区画は、前記第２のメモリが論理的に分割された第１の論理メモリを
備え、
　前記第２の副論理区画は、前記第２のメモリが論理的に分割された第２の論理メモリを
備え、
　前記第１の論理メモリに前記業務プログラムが格納され、
　前記第２の論理メモリに前記仮想化処理プログラムが格納され、
　前記第１のステップは、
　前記論理分割処理部が、前記第１の論理プロセッサと、前記第１の論理メモリとを前記
第１の副論理区画に、割り当てるステップと、
　前記第２の論理プロセッサと、前記第２の論理メモリと、前記論理デバイスとを前記第
２の副論理区画に、割り当てるステップと、
　前記論理デバイスに対応する前記仮想デバイスを前記第１の副論理区画に割り当てるス
テップと、を含むことを特徴とする請求項９に記載の論理区画管理方法。
【請求項１１】
　前記第２の副論理区画は、前記第１の命令と前記第２の命令との対応関係を保持する命
令変換情報を保持し、
　前記第５のステップは、
　前記仮想化処理プログラムが、前記命令変換情報に基づいて、前記取得された第１の命
令を前記第２の命令に変換するステップと、
　前記仮想化処理プログラムが、前記変換された第２の命令を前記論理デバイスドライバ
へ発行するステップと、を含むことを特徴とする請求項１０に記載の論理区画管理方法。
【請求項１２】
　前記方法は、前記仮想デバイスドライバが、前記第１の副論理区画上で前記業務プログ
ラムが起動された後に、前記第２の論理プロセッサを識別するための識別子を取得するス
テップを含み、
　前記第３のステップは、前記仮想デバイスドライバが、前記取得された識別子を用いて
、前記第２の論理プロセッサへの割り当てを発生させることによって前記取得された第１
の命令を前記仮想化処理プログラムに送信するステップを含むことを特徴とする請求項１
１に記載の論理区画管理方法。
【請求項１３】
　前記第１の副論理区画及び前記第２の副論理区画は、前記第２のメモリが論理的に分割
され、互いにアクセス可能な共有メモリを備え、
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　前記第３のステップは、
　前記仮想デバイスドライバが、前記取得された第１の命令を前記共有メモリに書き込む
ステップを含み、
　前記仮想デバイスドライバが、前記第２の論理プロセッサに割り込みを発生させるステ
ップと、を含み、
　前記第４のステップは、
　前記仮想化処理プログラムが、前記第２の論理プロセッサへの割り込みを検知するステ
ップと、
　前記仮想化処理プログラムが、前記共有メモリから前記取得された第１の命令を取得す
るステップと、を含むことを特徴とする請求項１２に記載の論理区画管理方法。
【請求項１４】
　前記方法は、
　前記論理デバイスドライバが、前記第２の副論理区画上で前記仮想化処理プログラムが
起動された後に、前記第１の論理プロセッサを識別するための識別子を取得するステップ
と、
　前記仮想化処理プログラムが、前記論理区画が受信した前記仮想デバイスに対する第３
の命令を検知するステップと、
　前記仮想化処理プログラムが、前記命令変換情報に基づいて、前記検知された第３の命
令を前記仮想デバイスへの第４の命令に変換するステップと、
　前記仮想化処理プログラムが、前記変換された第４の命令を前記共有メモリに書き込む
ステップと、
　前記仮想化処理プログラムが、前記第１の論理プロセッサに割り込みを発生させるステ
ップと、
　前記業務プログラムが、前記共有メモリから前記変換された第４の命令を取得するステ
ップと、
　前記業務プログラムが、前記変換された第４の命令を前記仮想デバイスドライバへ発行
するステップと、を含むことを特徴とする請求項１２に記載の論理区画管理方法。
【請求項１５】
　第１のプロセッサと、前記第１のプロセッサに接続されるメモリと、前記第１のプロセ
ッサに接続されるデバイスと、前記第１のプロセッサ、前記第１のメモリ及び前記デバイ
スを論理的に分割することによって一以上の論理区画を生成する計算機における論理分割
処理プログラムであって、
　論理分割処理プログラムは、仮想的なデバイスである仮想デバイスが割り当てられた前
記論理区画の生成要求を受信した場合に、前記第１のプロセッサを論理的に分割した第１
の論理プロセッサと、前記仮想デバイスと、前記仮想デバイスを制御するための仮想デバ
イスドライバとを備え、所定の業務プログラムが実行される第１の副論理区画、及び、前
記第１のプロセッサを論理的に分割した第２の論理プロセッサと、前記デバイスを論理的
に分割した論理デバイスと、前記論理デバイスを制御するためのデバイスドライバとを備
え、前記第１の副論理区画が備える前記仮想デバイスに対する命令を処理する仮想化処理
プログラムが実行される前記第２の副論理区画を含む前記論理区画を生成する手順を前記
計算機に実行させることを特徴とする論理分割処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、計算機システムに関し、特に計算機上で複数の仮想的な計算機を構築する方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　計算機システムにおいて、１台のサーバに複数の仮想的なサーバを構築する方法として
、サーバ仮想化がある。
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【０００３】
　サーバ仮想化の方法として、１台のサーバが備えるＣＰＵ、メモリ及びＩ／Ｏデバイス
を複数の仮想的なサーバで共有し、必要に応じて、ＣＰＵ、メモリ及びＩ／Ｏデバイスを
各仮想的なサーバに割り当てる共有方式がある（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　また、別の方法として、１台のサーバの備えるＣＰＵ、メモリ及びＩ／Ｏデバイスなど
を論理的に分割し、複数の論理的な区画（以下、論理区画と記載する）に分ける論理分割
方式がある。論理分割方式では、論理区画上で稼働する業務プログラムが論理的に分割さ
れたＣＰＵ、メモリ及びＩ／Ｏデバイス等を占有するため、論理区画上で稼動する業務プ
ログラムの実行性能を安定化できるメリットがある。
【０００５】
　しかし、前述した論理分割方式では、あるサーバ上で構築された業務プログラムを別の
サーバに移行したいというニーズに対して、以下のような問題点がある。
【０００６】
　すなわち、論理分割方式では、同一のＣＰＵアーキテクチャを利用していても、それぞ
れのサーバが備えるチップセット又はＩ／Ｏデバイスなどのハードウェアデバイス（以下
、デバイスと記載する）の違いによって、移行先のサーバ上において業務プログラムを改
変することなく実行できない場合がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】米国特許第６４９６８４７号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　前述した問題を解決するため、サーバが備えるデバイスに関わらず、サーバ上で稼動す
る業務プログラムに対して仮想的なデバイスに見せる方法が考えられる。
【０００９】
　しかし、前述した方法では、仮想的なデバイスを見せるための処理によって発生するオ
ーバヘッドの影響を論理区画で稼動する業務プログラムが受けてしまうため、当該業務プ
ログラムの実行性能が不安定になる。
【００１０】
　本発明の目的は、サーバ仮想化技術において、サーバのハードウェアの違いを隠蔽する
処理のオーバヘッドを安定化する。すなわち、ハードウェアの仮想化を実現するとともに
、ハードウェアの異なるサーバへの移行による影響を業務プログラムが受けないようなサ
ーバ仮想化技術を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の代表的な一例を示せば以下の通りである。すなわち、第１のプロセッサと、前
記第１のプロセッサに接続される第１のメモリとを備え、複数の計算機を管理する管理計
算機、及び、第２のプロセッサと、前記第２のプロセッサに接続されるデバイスと、前記
第２のプロセッサ及び前記デバイスを論理的に分割することによって一以上の論理区画を
生成する論理分割処理部とを備える計算機、を備える計算機システムであって、前記論理
分割処理部は、前記管理計算機から、仮想的なデバイスである仮想デバイスが割り当てら
れた前記論理区画の生成要求を受信した場合に、前記第２のプロセッサを論理的に分割し
た第１の論理プロセッサと、前記仮想デバイスと、前記仮想デバイスを制御するための仮
想デバイスドライバとを備える第１の副論理区画、及び、前記第２のプロセッサを論理的
に分割した第２の論理プロセッサと、前記デバイスを論理的に分割した論理デバイスと、
前記論理デバイスを制御するためのデバイスドライバとを備える第２の副論理区画を含む
前記論理区画を生成し、前記第１の副論理区画では、所定の業務に対応する業務プログラ
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ムが実行され、前記第２の副論理区画では、前記第１の副論理区画が備える前記仮想デバ
イスに対する命令を処理する仮想化処理プログラムが実行され、前記仮想デバイスドライ
バは、前記業務プログラムから前記仮想デバイスに対する第１の命令が発行された場合に
、前記第１の命令を取得し、前記取得された第１の命令を前記仮想化処理プログラムに送
信し、前記仮想化処理プログラムが、前記第１の命令を取得し、前記取得された第１の命
令を前記論理デバイスに対する第２の命令に変換し、前記変換され第２の命令の実行結果
を前記業務プログラムに送信することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、論理分割によるサーバ仮想化において、ハードウェアの仮想化を実現
し、かつ業務プログラムを実行する第一副論理区画の性能の安定化を保証できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態の計算機システムの構成例を説明するブロック図である。
【図２】本発明の実施形態のサーバの論理区画の構成を説明するブロック図である。
【図３】本発明の実施形態の業務プログラムの構成例を示す説明図である。
【図４】本発明の実施形態の差異隠蔽ソフトウェアの構成例を示す説明図である。
【図５】本発明の実施形態のデバイスマップテーブルの一例を示す説明図である。
【図６】本発明の実施形態の変換テーブルの一例を示す説明図である。
【図７】本発明の実施形態における、論理区画の生成処理を説明するフローチャートであ
る。
【図８】本発明の実施形態の論理分割プログラムが実行する論理区画の生成処理を説明す
るフローチャートである。
【図９】本発明の実施形態における論理区画の起動処理を説明するフローチャートである
。
【図１０】本発明の実施形態の論理区画におけるデバイスに対する命令実行の処理を説明
するフローチャートである。
【図１１】本発明の実施形態の論理区画におけるデバイスに対するデータの受信処理を説
明するフローチャートである。
【図１２】本発明の実施形態における、論理区画生成のために表示されるＵＩ（Ｕｓｅｒ
　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）の一例を示す説明図である。
【図１３】本発明の実施形態の論理区画にユーザがアクセスする場合の処理について説明
するブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、本発明の実施形態について記載する。
【００１５】
　［実施形態］
　図１は、本発明の実施形態の計算機システムの構成例を説明するブロック図である。
【００１６】
　本実施形態における計算機システムは、管理サーバ１０、入出力装置１５、管理ネット
ワーク１７及びサーバ５０から構成される。管理サーバ１０とサーバ５０とは管理ネット
ワーク１７を介して互いに接続される。
【００１７】
　管理サーバ１０は、ＣＰＵ１２、メモリ１１、ＮＩＣ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉｎｔｅｒｆ
ａｃｅ　Ｃａｒｄ）１３、及びＩ／Ｏデバイス１４を備える。
【００１８】
　ＣＰＵ１２は、メモリ１１上に展開されるプログラムを実行する。
【００１９】
　メモリ１１は、ＣＰＵ１２によって実行されるプログラム及び当該プログラムを実行す
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るために必要な情報を格納する。メモリ１１は、管理プログラム２０を格納する。
【００２０】
　管理プログラム２０は、サーバ５０上に生成される論理区画７０を管理するプログラム
である。
【００２１】
　なお、管理プログラム２０によって実現される機能を、管理サーバ１０が搭載するハー
ドウェア、ファームウェア、又はこれらの組み合わせによって実装してもよい。
【００２２】
　ＮＩＣ１３は、管理ネットワーク１７と接続するためのインタフェースである。Ｉ／Ｏ
デバイス１４は、入出力装置１５と接続するためのインタフェースである。
【００２３】
　入出力装置１５は、マウス、キーボード及びディスプレイなどの装置であり、管理サー
バ１０とユーザとの間で情報を入出力するために利用される。
【００２４】
　サーバ５０は、ＣＰＵ５１、メモリ５２、デバイス５３及びＮＩＣ５４を備える。
【００２５】
　ＣＰＵ５１は、メモリ５２上に展開されるプログラムを実行する。
【００２６】
　メモリ５２は、ＣＰＵ５１によって実行されるプログラム及び当該プログラムを実行す
るために必要な情報を格納する。メモリ５２は、論理分割プログラム６０を格納する。
【００２７】
　論理分割プログラム６０は、サーバ５０のＣＰＵ５１、メモリ５２、デバイス５３を論
理的に分割して、一以上の論理区画７０を生成するためのプログラムである。ここで、デ
バイス５３は、例えば、ＮＩＣ、ＨＢＡ（Ｈｏｓｔ　Ｂｕｓ　Ａｄａｐｔｏｒ）、ＣＡＮ
（Ｃｏｎｖｅｒｇｅｄ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｄａｐｔｅｒ）及びチップセットなどを示す
。
【００２８】
　ＣＰＵ５１を論理区画７０に割り当てる方法としては、ＣＰＵ５１が複数のコアを備え
る場合、それぞれのコアを各論理区画７０に割り当てる方法が考えられる。また、メモリ
５２を論理区画７０に割り当てる方法としては、メモリ５２のアドレス領域の一部を各論
理区画７０に割り当てる方法が考えられる。
【００２９】
　論理分割プログラム６０によって生成された論理区画７０に関する情報は、論理分割プ
ログラム６０が備える論理区画テーブル６１に格納される。なお、論理区画テーブル６１
には、論理区画７０を識別するための論理区画名を格納し、論理分割プログラム６０は論
理区画名によって論理区画７０を識別する。
【００３０】
　また、メモリ５２上には、論理分割プログラム６０によって生成された一以上の論理区
画のデータである論理区画７０が格納される。各論理区画７０は、それぞれ、業務プログ
ラム８１及び差異隠蔽ソフトウェア８２を備える。
【００３１】
　業務プログラム８１は、業務を実行するためのプログラムである。差異隠蔽ソフトウェ
ア８２は、デバイスの差異を隠蔽するための処理（エミュレーション処理）を実行するた
めのソフトウェアである。なお、差異隠蔽ソフトウェア８２は、プログラムと当該プログ
ラムを実行するために必要な情報とから構成される。
【００３２】
　業務プログラム８１の詳細については、図３を用いて後述する。また、差異隠蔽ソフト
ウェア８２の詳細については、図４を用いて後述する。
【００３３】
　なお、論理分割プログラム６０及び差異隠蔽ソフトウェア８２によって実現される機能
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は、サーバ５０が搭載するハードウェア、ファームウェア、又はこれらの組み合わせによ
って実装してもよい。
【００３４】
　図２は、本発明の実施形態のサーバ５０の論理区画７０の構成を説明するブロック図で
ある。
【００３５】
　サーバ５０は、論理分割プログラム６０を実行することによって、サーバ５０のＣＰＵ
５１、メモリ５２及びデバイス５３を論理的に分割して、一以上の論理区画７０に割り当
てる。
【００３６】
　論理分割プログラム６０によって生成された論理区画７０は、第一副論理区画９１と第
二副論理区画９２とを含む。第一副論理区画９１と第二副論理区画９２とには、論理区画
７０に割り当てられたＣＰＵ５１、メモリ５２及びデバイス５３がそれぞれ割り当てられ
る。
【００３７】
　第一副論理区画９１は、ＣＰＵ５１０、メモリ５２０、論理デバイス９００を備える。
【００３８】
　ＣＰＵ５１０は、第一副論理区画９１に割り当てられたＣＰＵである。メモリ５２０は
、第一副論理区画９１に割り当てられたメモリである。メモリ５２０は、業務プログラム
８１を格納する。
【００３９】
　論理デバイス９００は、論理分割プログラム６０によって生成される論理的なデバイス
である。すなわち、第一副論理区画９１には、実際のデバイス５３を割り当てるのではな
く、仮想的なデバイスである論理デバイス９００が割り当てられる。
【００４０】
　第二副論理区画９２は、ＣＰＵ５１１、メモリ５２１、デバイス５３０を備える。
【００４１】
　ＣＰＵ５１１は、第二副論理区画９２に割り当てられたＣＰＵである。メモリ５２１は
、第二副論理区画９２に割り当てられたメモリである。メモリ５２１は、差異隠蔽ソフト
ウェア８２を格納する。
【００４２】
　また、第一副論理区画９１及び第二副論理区画９２は、それぞれがアクセス可能な共有
メモリ５４０を備える。共有メモリ５４０は、メモリ５２のアドレス領域の一部が割り当
てられる。
【００４３】
　本発明は、１つの論理区画７０に対して、業務プログラム８１を実行する第一副論理区
画９１と差異隠蔽ソフトウェア８２を実行する第二副論理区画９２とが含まれることに特
徴がある。すなわち、業務プログラム８１を実行するためのリソースと差異隠蔽ソフトウ
ェア８２を実行するためのリソースとがそれぞれ別個に割り当てられる。このため、業務
プログラム８１は差異隠蔽ソフトウェア８２の影響を受けることなく実行可能となり、業
務プログラム８１の実行性能を安定化させることができる。
【００４４】
　図３は、本発明の実施形態の業務プログラム８１の構成例を示す説明図である。
【００４５】
　業務プログラム８１は、アプリケーション８１１、ＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓ
ｔｅｍ）８１２及び論理ドライバ８１３を含む。
【００４６】
　ＯＳ８１２は、第一副論理区画９１上で稼働するＯＳである。アプリケーション８１１
は、ＯＳ８１２上で実行されるアプリケーションである。アプリケーション８１１が実行
されることによって、当該アプリケーション８１１に対応した業務が実行される。
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【００４７】
　論理ドライバ８１３は、第一副論理区画９１の備える論理デバイス９００に対応するデ
バイスドライバである。なお、論理ドライバ８１３は、ＣＤ－ＲＯＭやネットワークから
のダウンロードなどの方法によってインストールできる。
【００４８】
　図４は、本発明の実施形態の差異隠蔽ソフトウェア８２の構成例を示す説明図である。
【００４９】
　差異隠蔽ソフトウェア８２は、制御プログラム８２１、実ドライバ８２２、デバイスマ
ップテーブル８２３及び変換テーブル８２４を含む。
【００５０】
　制御プログラム８２１は、第二副論理区画９２を制御するためのプログラムである。実
ドライバ８２２は、第二副論理区画９２に割り当てられたデバイス５３０を制御するため
のドライバである。実ドライバ８２２は、デバイス５３のベンダによって提供されるドラ
イバを用いてもよい。
【００５１】
　デバイスマップテーブル８２３は、論理デバイス９００とデバイス５３０との対応を管
理するテーブルである。デバイスマップテーブル８２３の詳細については、図５を用いて
後述する。
【００５２】
　変換テーブル８２４は、論理デバイス９００に対する命令と、デバイス５３０に対する
命令との対応を管理するテーブルである。変換テーブル８２４は、論理デバイス９００と
デバイス５３０との対応毎に一つ存在する。変換テーブル８２４の詳細については、図６
を用いて後述する。
【００５３】
　図５は、本発明の実施形態のデバイスマップテーブル８２３の一例を示す説明図である
。
【００５４】
　デバイスマップテーブル８２３は、論理デバイス９００とデバイス５３０との対応関係
を格納する。デバイスマップテーブル８２３は、論理デバイス識別子８４１とデバイス識
別子８４２とを含む。
【００５５】
　論理デバイス識別子８４１は、第一副論理区画９１が備える論理デバイス９００を特定
するための識別子を格納する。論理デバイス９００を特定するための識別子は、例えば、
論理デバイス９００のＢｕｓ番号、デバイス番号若しくは機能番号、又はこれらの組み合
わせが考えられる。
【００５６】
　デバイス識別子８４２は、第二副論理区画９２が備えるデバイス５３０を特定するため
の識別子を格納する。デバイス５３０を特定するための識別子は、例えば、デバイス５３
０のＢｕｓ番号、デバイス番号若しくは機能番号、又はこれらの組み合わせが考えある。
【００５７】
　図６は、本発明の実施形態の変換テーブル８２４の一例を示す説明図である。
【００５８】
　変換テーブル８２４は、第一副論理区画９１が備える論理デバイス９００に対する命令
と、第二副論理区画９２が備えるデバイス５３０に対する命令との対応関係を格納する。
変換テーブル８２４は、論理命令８３１と実命令８３２とを含む。
【００５９】
　論理命令８３１は、第一副論理区画９１が備える論理デバイス９００に対する命令を格
納する。実命令８３２は、論理命令８３１に格納される命令に対応する第二副論理区画９
２が備えるデバイス５３０の命令を格納する。
【００６０】
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　図６に示すように、論理命令８３１に格納される１つの命令が複数の命令に展開される
場合は、実命令８３２の対応する行に複数の命令が格納される。
【００６１】
　図７は、本発明の実施形態における、論理区画７０の生成処理を説明するフローチャー
トである。
【００６２】
　ユーザが、入出力装置１５を用いて論理区画生成要求を管理プログラム２０に送信する
（ステップ２０１）。論理区画生成要求には、論理区画７０を生成するために必要なスペ
ック情報（ＣＰＵやメモリのリソース量、デバイス種別や数など）と、デバイスの差異隠
蔽が必要か否かを示す情報とが含まれる。
【００６３】
　以下、論理区画７０を生成するために必要なスペック情報をスペック情報と記載し、デ
バイスの差異隠蔽が必要か否かを示す情報を差異隠蔽可否情報と記載する。
【００６４】
　なお、スペック情報及び差異隠蔽可否情報を設定するためのＵＩ（Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅ
ｒｆａｃｅ）については、図１２を用いて後述する。
【００６５】
　論理区画生成要求を受信した管理プログラム２０は、当該論理区画生成要求に含まれる
スペック情報と、差異隠蔽可否情報とを取得する。
【００６６】
　管理プログラム２０は、取得されたスペック情報及び差異隠蔽可否情報を含む論理区画
生成指示を論理分割プログラム６０に送信する（ステップ２０２）。
【００６７】
　論理分割プログラム６０は、論理区画生成指示を受信し、受信した論理区画生成指示に
含まれる差異隠蔽可否情報に基づいて、差異隠蔽が必要か否かを判定する（ステップ２０
３）。
【００６８】
　差異隠蔽が必要であると判定された場合、論理分割プログラム６０は、論理区画生成指
示に含まれるスペック情報に基づいて、第一副論理区画９１と第二副論理区画９２とから
構成される論理区画７０を生成し（ステップ２０４）、論理区画７０の生成が完了したこ
とを示す応答を管理プログラム２０に送信する。
【００６９】
　なお、ステップ２０４における論理区画７０の生成処理の詳細については、図８を用い
て後述する。
【００７０】
　差異隠蔽が必要でないと判定された場合、論理分割プログラム６０は、論理区画生成指
示に含まれるスペック情報に基づいて、論理区画７０を生成し（ステップ２０６）、論理
区画７０の生成が完了したことを示す応答を管理プログラム２０に送信する。
【００７１】
　なお、ステップ２０６において生成される論理区画７０には、第一副論理区画９１及び
第二副論理区画９２は含まれない。
【００７２】
　管理プログラム２０は、論理分割プログラム６０から論理区画７０の生成が完了したこ
とを示す応答を受信し、論理区画の生成が完了したことをユーザに通知し（ステップ２０
７）、処理を終了する。
【００７３】
　なお、第一副論理区画９１に業務プログラム８１をインストールする処理は、ユーザが
実行してもよいし、管理プログラム２０が実行してもよい。
【００７４】
　図８は、本発明の実施形態の論理分割プログラム６０が実行する論理区画７０の生成処
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理を説明するフローチャートである。
【００７５】
　論理分割プログラム６０は、管理プログラム２０から受信したスペック情報に基づいて
、論理区画７０、第一副論理区画９１及び第二副論理区画９２の定義をメモリ５２上に格
納する（ステップ２０４１）。
【００７６】
　論理分割プログラム６０は、取得されたスペック情報に基づいて、ＣＰＵ５１及びメモ
リ５２を第一副論理区画９１と第二副論理区画９２とにそれぞれ割り当てる（ステップ２
０４２）。
【００７７】
　論理分割プログラム６０は、取得されたスペック情報に基づいて、第二副論理区画９２
にＮＩＣ、ＨＢＡ、ＣＮＡ及びチップセット等のデバイス５３０を割り当てる（ステップ
２０４３）。なお、割り当てられるデバイス５３は、物理的に存在する実デバイスである
。
【００７８】
　論理分割プログラム６０は、第二副論理区画９２のメモリ５２１に、差異隠蔽ソフトウ
ェア８２をロードする（ステップ２０４４）。
【００７９】
　差異隠蔽ソフトウェア８２をロードする方法は、例えば、メモリ５２にあらかじめ差異
隠蔽ソフトウェア８２を格納しておき、メモリ５２から取得してもよいし、補助記憶装置
（図示省略）又は外部の記憶装置（図示省略）から取得してもよいし、または、ネットワ
ークを介して取得してもよい。
【００８０】
　論理分割プログラム６０は、第二副論理区画９２に割り当てられたデバイス５３０と対
応する論理デバイス９００を生成し、生成された論理デバイス９００を第一副論理区画９
１に割り当てる（ステップ２０４５）。
【００８１】
　論理分割プログラム６０は、デバイスマップテーブル８２３及び変換テーブル８２４を
更新する（ステップ２０４６）。
【００８２】
　具体体には、第一副論理区画９１に割り当てられた論理デバイス９００と第二副論理区
画９２に割り当てられたデバイス５３０との対応関係を第二副論理区画９２のデバイスマ
ップテーブル８２３に格納する。また、論理デバイス９００に用いられる命令と、デバイ
ス５３０に用いられる命令との対応関係を取得して、取得された対応関係を変換テーブル
８２４に格納する。論理デバイス９００に用いられる命令及びデバイス５３０に用いられ
る命令は、例えば、あらかじめメモリ５２に格納しておき、必要に応じてメモリ５２から
取得してもよい。
【００８３】
　なお、プラグアンドプレイなどの方法によって、第二副論理区画９２の起動後、動的に
デバイス５３０の割り当てが追加された場合、論理分割プログラム６０は、新たに割り当
てられたデバイス５３０に対応する論理デバイス９００を生成して、生成された論理デバ
イス９００を第一副論理区画９１に割り当てる。また、第二副論理区画９２からデバイス
５３０が削除された場合、論理分割プログラム６０は、削除されたデバイス５３０に対応
する論理デバイス９００を第一副論理区画９１から削除する。
【００８４】
　図９は、本発明の実施形態における論理区画７０の起動処理を説明するフローチャート
である。
【００８５】
　論理分割プログラム６０は、管理プログラム２０から起動対象となる論理区画７０の識
別情報とともに、起動要求を受け付ける（ステップ６００）。論理区画７０の識別情報は
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、例えば、論理区画７０の論理区画名が考えられる。
【００８６】
　起動要求を受け付けた論理分割プログラム６０は、起動対象の論理区画７０に含まれる
第一副論理区画９１及び第二副論理区画９２の起動処理を開始する（ステップ６０１）。
【００８７】
　論理分割プログラム６０は、第一副論理区画９１及び第二副論理区画９２をそれぞれ起
動させる（ステップ９１１、ステップ９２１）。
【００８８】
　起動した第二副論理区画９２は、制御プログラム８２１の起動を開始し（ステップ９２
２）、起動が完了すると論理分割プログラム６０に制御プログラム８２１の起動完了通知
を送信する（ステップ９２３）。
【００８９】
　起動した第一副論理区画９１は、業務プログラム８１の論理ドライバ８１３の組み込み
処理を開始する（ステップ９１２）。
【００９０】
　第一副論理区画９１の論理ドライバ８１３は、論理デバイス９００にアクセスすること
によって、論理分割プログラム６０に対して割り込み先となる第二副論理区画９２に割り
当てられたＣＰＵ５１１の識別子を問い合わせる（ステップ９１３）。ここで、論理ドラ
イバ８１３が論理デバイス９００にアクセス方法は、論理デバイス９００に対して特殊な
命令を指示する方法等が考えられる。
【００９１】
　論理分割プログラム６０は、論理デバイス９００への問い合わせをトラップする（ステ
ップ６０２）。
【００９２】
　論理分割プログラム６０は、第二副論理区画９２の制御プログラム８２１の起動が完了
を確認する（ステップ６０３）。
【００９３】
　具体的には、論理分割プログラム６０は、第二副論理区画９２から制御プログラム８２
１の起動完了通知を受信したか否かを判定する。第二副論理区画９２から制御プログラム
８２１の起動完了通知を受信していないと判定された場合、論理分割プログラム６０は、
制御プログラム８２１の起動完了が通知されるまで次に処理の実行を待機させる。
【００９４】
　第二副論理区画９２から制御プログラム８２１の起動完了通知を受信していると判定さ
れた場合、論理分割プログラム６０は、第二副論理区画９２に割り当てられたＣＰＵ５１
１の識別子を第一副論理区画９１の論理ドライバ８１３に送信する（ステップ６０４）。
【００９５】
　第一副論理区画９１は、論理分割プログラム６０から割り込み先のＣＰＵ５１の識別子
を受信し、第一副論理区画９１のメモリ５２０上に当該ＣＰＵ５１の識別子を格納し（ス
テップ９１４）、論理ドライバ８１３の組み込み処理を完了する（ステップ９１５）。
【００９６】
　一方、第二副論理区画９２は、論理分割プログラム６０に対して、割り込み先となる第
一副論理区画９１のＣＰＵ５１０の識別子を問い合わせる（ステップ９２４）。具体的に
は、制御プログラム８２１が、論理分割プログラム６０に割り込み先となる第一副論理区
画９１のＣＰＵ５１０の識別子を問い合わせる。
【００９７】
　論理分割プログラム６０は、第二副論理区画９２から受け付けた問い合わせに対して、
第一副論理区画９１に割り当てらえたＣＰＵ５１０の識別子を送信する（ステップ６０５
）。具体的には、論理分割プログラム６０は、制御プログラム８２１に第一副論理区画９
１に割り当てらえたＣＰＵ５１０の識別子を送信する。
【００９８】
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　第二副論理区画９２の制御プログラム８２１は、割り込み先のＣＰＵ５１０の識別子を
受信する（ステップ９２５）。
【００９９】
　なお、図示しないが、第二副論理区画９２は、制御プログラム８２１と論理分割プログ
ラム６０との間で情報を送受信するため（ステップ９２３、９２４、９２５）のＩ／Ｆを
備える。
【０１００】
　図１０は、本発明の実施形態の論理区画７０におけるデバイスに対する命令実行の処理
を説明するフローチャートである。
【０１０１】
　ＯＳ８１２は、論理ドライバ８１３に対して命令実行を指示する（ステップ７１０１）
。すなわち、論理デバイス９００に命令（論理命令）が発行される。
【０１０２】
　論理ドライバ８１３は、論理命令を取得（トラップ）する（ステップ７１０２）。
【０１０３】
　論理ドライバ８１３は、取得された論理命令から論理デバイス９００の識別子、当該論
理命令の識別子及び当該論理命令の引数データを取得し、取得された情報を共有メモリ５
４０に格納する（ステップ７１０３）。
【０１０４】
　論理ドライバ８１３は、ＣＰＵ間割り込みを発生させ、第二副論理区画９２の制御プロ
グラム８２１に当該論理命令を送信する（ステップ７１０４）。
【０１０５】
　ここで、ＣＰＵ間割り込みの発生先であるＣＰＵは、図９のステップ９１３において取
得された第二副論理区画９２に割り当てられたＣＰＵ５１１である。なお、ＣＰＵ間割り
込みの発生先をＣＰＵ５１１に決定する方法としては、論理ドライバ８１３が論理分割プ
ログラム６０から取得しておく方法、論理分割プログラム６０がＣＰＵ間割り込みをトラ
ップして、ＣＰＵの識別子を変換する方法が考えられる。
【０１０６】
　また、ＣＰＵ間割り込みの代わりに、論理ドライバ８１３が共有メモリ５４０の特定領
域にデータを書き込み、当該メモリ領域を制御プログラム８２１がポーリングして検知し
てもよい。
【０１０７】
　制御プログラム８２１は、共有メモリ５４０から第二副論理区画９２から受信した論理
命令に関する情報を取得する（ステップ７１０５）。具体的には、論理デバイス９００の
識別子及び論理命令の識別子が取得される。
【０１０８】
　制御プログラム８２１は、論理命令をデバイス５３０に対する命令（実命令）に変換す
る（ステップ７１０６）。
【０１０９】
　具体的には、制御プログラム８２１は、取得された論理デバイス９００の識別子、取得
された命令の識別子、及びデバイスマップテーブル８２３に基づいて、論理デバイス９０
０に対応する第二副論理区画９２のデバイス５３０を特定する。
【０１１０】
　さらに、制御プログラム８２１は、特定されたデバイス５３０に対応する変換テーブル
８２４を参照して、論理命令を実命令に変換する。
【０１１１】
　制御プログラム８２１は、特定されたデバイス５３０に対応する実ドライバ８２２に対
して、変換された命令の実行を指示する。すなわち、特定されたデバイス５３０に対応す
る実ドライバ８２２に実命令が発行される。
【０１１２】
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　実ドライバ８２２は、実命令を実行し（ステップ７１０８）、当該実命令の実行が完了
したことを検知すると、当該命令の実行に対する応答を制御プログラム８２１に送信する
（ステップ７１０９）。
【０１１３】
　制御プログラム８２１は、ＣＰＵ間割り込みを発生させ、第一副論理区画９１のＯＳ８
１２に命令完了を通知する（ステップ７１１０）。
【０１１４】
　ここで、ＣＰＵ間割り込みの発生先であるＣＰＵは、第一副論理区画９１に割り当てら
れたＣＰＵ５１０である。なお、ＣＰＵ間割り込みの発生先をＣＰＵ５１１に決定する方
法としては、制御プログラム８２１が論理分割プログラム６０から取得しておく方法、論
理分割プログラム６０がＣＰＵ間割り込みをトラップして、ＣＰＵの識別子を変換する方
法が考えられる。
【０１１５】
　ＯＳ８１２は、制御プログラム８２１からの命令完了を検知し（ステップ７１１１）、
処理を終了する。
【０１１６】
　図１１は、本発明の実施形態の論理区画７０におけるデバイスに対するデータの受信処
理を説明するフローチャートである。
【０１１７】
　制御プログラム８２１は、第二副論理区画９２に割り当てられたデバイス５３０からの
割り込みを検知する（ステップ７２０１）。すなわち、デバイス５３０に対する受信命令
が検知される。
【０１１８】
　実ドライバ８２２は、割り込みが検知されたデバイス５３０からデータをロードし、共
有メモリ５４０に格納する（ステップ７２０２）。
【０１１９】
　制御プログラム８２１は、変換テーブル８２４を参照してデバイス５３０に対する受信
命令を論理デバイス９００に対する命令に変換し、変換された命令を共有メモリ５４０に
格納するとともに、ＣＰＵ間割り込みを発生させ、第一副論理区画９１のＯＳ８１２にデ
ータ受信を通知する（ステップ７２０３）。
【０１２０】
　ここで、ＣＰＵ間割り込みの発生先であるＣＰＵは、第一副論理区画９１に割り当てら
れたＣＰＵ５１０である。なお、ＣＰＵ間割り込みの発生先をＣＰＵ５１０に決定する方
法としては、制御プログラム８２１が論理分割プログラム６０から取得しておく方法、論
理分割プログラム６０がＣＰＵ間割り込みをトラップして、ＣＰＵの識別子を変換する方
法が考えられる。
【０１２１】
　制御プログラム８２１からデータ受信の通知を受けたＯＳ８１２は、割り込みを検知し
、共有メモリ５４０から論理デバイス９００に対する命令を取得し、取得された命令に基
づいて、当該割り込みに対する処理を論理ドライバ８１３に実行するように指示する（ス
テップ７２０４）。
【０１２２】
　論理ドライバ８１３は、共有メモリ５４０からステップ７２０２において保存されたデ
ータを読み出す（ステップ７２０５）。
【０１２３】
　なお、論理分割プログラム６０は、デバイス５３０のＤＭＡ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｍｅｍｏ
ｒｙ　Ａｃｃｅｓｓ）によってメモリ５２１にデータが保存される先となるメモリアドレ
スを、共有メモリ５４０のアドレスとなるように制御してもよい。
【０１２４】
　本発明では、第二副論理区画９２が、論理ドライバ８１３が受け取った命令を実ドライ
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バ８２２の命令に変換する処理（ステップ７１０５～ステップ７１１０）、及び、実ドラ
イバ８２２が受け取った命令を論理ドライバ８１３の命令に変換する処理（ステップ７２
０１～ステップ７２０３）を実行している。すなわち、第二副論理区画９２が、論理デバ
イス９００とデバイス５３０との間のエミュレーション処理を実行する。
【０１２５】
　これによって、第一副論理区画９１に割り当てられるデバイスを仮想化することが可能
となる。したがって、サーバ５０のデバイス５３が変更されても、第一副論理区画９１上
で実行される業務プログラム８１は影響を受けることなく実行される。
【０１２６】
　また、業務プログラム８１は第一副論理区画９１に割り当てられたリソースのみを用い
て実行され、また、差異隠蔽ソフトウェア８２は第二副論理区画９２に割り当てられたリ
ソースのみを用いて実行されるため、業務プログラム８１及び差異隠蔽ソフトウェア８２
は、互いに干渉することなく実行される。
【０１２７】
　したがって、第一副論理区画９１には前述したエミュレーション処理に伴う遅延等が発
生しない。すなわち、第一副論理区画９１は業務プログラム８１のみを実行するため、業
務プログラム８１の実行性能が安定化する。さらに、第一副論理区画９１には論理デバイ
ス９００が割り当てられているため、サーバ５０のデバイス５３の変更の影響を受けるこ
となく業務プログラムを実行できる。
【０１２８】
　図１２は、本発明の実施形態における、論理区画７０生成のために表示されるＵＩ（Ｕ
ｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）の一例を示す説明図である。
【０１２９】
　論理区画７０生成のためのＵＩ２５０は、ステップ２０１で用いられる。
【０１３０】
　ＵＩ２５０は、管理サーバ１０に接続される入出力装置１５、又は管理サーバ１０とネ
ットワークを介して接続される他の端末の表示装置等に、ブラウザ、専用のプログラム、
及びテキストなどを用いて表示される。
【０１３１】
　ＵＩ２５０は、論理区画名入力エリア２５７、必要スペック入力エリア２５１、差異隠
蔽選択エリア２５２、差異隠蔽スペック入力エリア２５３、必要総リソース表示エリア２
５４、決定ボタン２５５及びキャンセルボタン２５６を含む。
【０１３２】
　論理区画名入力エリア２５７は、生成される論理区画７０を識別するための名称を入力
するエリアである。
【０１３３】
　必要スペック入力エリア２５１は、業務プログラム８１を稼動させる論理区画７０を生
成するために必要なスペックを入力するエリアである。具体的には、ＣＰＵの数（コア数
を含む）、メモリ容量、並びに、ＮＩＣ及びＨＢＡの性能及び数等が入力される。
【０１３４】
　後述する差異隠蔽選択エリア２５２のチェックボックスがチェックされている場合には
、必要スペック入力エリア２５１には第一副論理区画９１を生成するためのスペックが入
力される。
【０１３５】
　差異隠蔽選択エリア２５２は、サーバ５０のデバイス５３の変化を隠蔽する差異隠蔽が
必要か否かを選択するエリアである。
【０１３６】
　図１２に示す例では、ユーザは、差異隠蔽が必要である場合には差異隠蔽選択エリア２
５２のチェックボックスをチェックし、差異隠蔽が不要な場合には差異隠蔽選択エリア２
５２のチェックボックスのチェックをはずす。
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【０１３７】
　差異隠蔽選択エリア２５２のチェックボックスがチェックされている場合、第一副論理
区画９１と第二副論理区画９２とを含む論理区画７０が生成される。また、差異隠蔽選択
エリア２５２のチェックボックスがチェックされていない場合、通常の論理区画７０が生
成される。
【０１３８】
　差異隠蔽スペック入力エリア２５３は、第二副論理区画９２を生成するために必要なス
ペックを入力するエリアである。
【０１３９】
　具体的には、ＣＰＵの数（コア数を含む）及びメモリ容量が入力される。
【０１４０】
　なお、差異隠蔽スペック入力エリア２５３の表示方法としては、差異隠蔽選択エリア２
５２のチェックボックスがチェックされた場合に差異隠蔽スペック入力エリア２５３への
入力を可能とする方法、差異隠蔽選択エリア２５２のチェックボックスがチェックされた
場合に、差異隠蔽スペック入力エリア２５３を表示する方法が考えられる。
【０１４１】
　必要総リソース表示エリア２５４は、必要スペック入力エリア２５１に入力されたスペ
ックと、差異隠蔽スペック入力エリア２５３に入力されたスペックとを合わせた、論理区
画７０を生成するための全リソースを表示する。
【０１４２】
　なお、必要総リソース表示エリア２５４の表示方法は、常に必要総リソース表示エリア
２５４を表示する方法、差異隠蔽選択エリア２５２のチェックボックスがチェックされた
場合に、必要総リソース表示エリア２５４を表示する方法が考えられる。
【０１４３】
　なお、ユーザが容易に差異隠蔽を実現できるように、差異隠蔽スペック入力エリア２５
３及び必要総リソース表示エリア２５４が表示されないＵＩ２５０であってもよい。
【０１４４】
　決定ボタン２５５は、各入力エリアに入力した情報に基づいて論理区画７０の生成を実
行する場合に操作するボタンである。
【０１４５】
　キャンセルボタン２５６は、論理区画７０の生成を中止する場合に操作するボタンであ
る。
【０１４６】
　差異隠蔽選択エリア２５２がチェックされている場合、必要スペック入力エリア２５１
及び差異隠蔽スペック入力エリア２５３に入力された情報が、管理プログラム２０に送信
されるスペック情報となる。
【０１４７】
　図１３は、本発明の実施形態の論理区画７０にユーザがアクセスする場合の処理につい
て説明するブロック図である。
【０１４８】
　ユーザは、管理サーバ１０に接続される入出力装置１５を用いて、論理区画名が「ＡＡ
Ａ」の論理区画７０のコンソールにアクセスする。
【０１４９】
　ユーザからのアクセスを検知した管理プログラム２０は、論理分割プログラム６０に論
理区画７０の識別子として論理区画名の「ＡＡＡ」を送信する。
【０１５０】
　論理区画名の「ＡＡＡ」を受信した論理分割プログラム６０は、受信した論理区画名が
「ＡＡＡ」である論理区画７０に含まれる第一副論理区画９１のコンソールと接続する。
これによって、ユーザは、第一副論理区画９１にアクセスできる。すなわち、ユーザは、
第一副論理区画９１を論理区画７０として認識する。これによって、ユーザの管理を容易
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【０１５１】
　本発明の一形態によれば、ユーザに第二副論理区画９２を意識させることなく、第一副
論理区画９１のデバイスを仮想化することが可能となる。したがって、サーバ５０のデバ
イス５３が変更された場合、デバイス５３変更の影響を受けることなく業務プログラム８
１の実行を継続することができる。
【０１５２】
　また、論理デバイス９００とデバイス５３０との間の変換処理は第二副論理区画９２に
よって実行されるため、第一副論理区画９１上で実行される業務プログラム８１の実行性
能を安定化させることができる。
【符号の説明】
【０１５３】
１０　管理サーバ
１１　メモリ
１２　ＣＰＵ
１３　ＮＩＣ
１４　Ｉ／Ｏデバイス
１５　入出力装置
１７　管理ネットワーク
２０　管理プログラム
５０　サーバ
５１　ＣＰＵ
５２　メモリ
５３　デバイス
５４　ＮＩＣ
６０　論理分割プログラム
６１　論理区画テーブル
７０　論理区画
８１　業務プログラム
８２　差異隠蔽ソフトウェア
９１　第一副論理区画
９２　第二副論理区画
５１０　ＣＰＵ
５１１　ＣＰＵ
５２０　メモリ
５２１　メモリ
５３０　デバイス
８１１　アプリケーション
８１２　ＯＳ
８１３　論理ドライバ
８２１　制御プログラム
８２２　実ドライバ
８２３　デバイスマップテーブル
８２４　変換テーブル
９００　論理デバイス
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